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論文題名 

Title 

Oligoribonucleotide (ORN) Interference-PCR (ORNi-PCR): A Simple Method for Suppressing 
PCR Amplification of Specific DNA Sequences Using ORNs 
（オリゴリボヌクレオチド (ORN) を用いたPCR増幅の配列特異的阻害法 (ORNi-PCR)）

論文内容の要旨

〔目 的(Purpose)〕
Polymerase chain reaction (PCR) 法は、分子生物学分野における必須の技術である。共通のプライマー配列を持つ複
数の鋳型をPCR法を用いて増幅する手法は、遺伝子ファミリーメンバーのクローニング、変異マウスの遺伝子型決
定および臨床検査における微生物の検出などに広く利用されている。このようなPCR反応では、より多く存在する
鋳型の増幅が、より少ない鋳型の増幅より優勢となることがよくあるため、少ない鋳型DNAを検出することが難し
い場合があり、より多く存在する望ましくない鋳型の増幅を抑制し、より少ない望ましい鋳型を増幅させる技術が

求められてきた。

〔方法ならびに成績(Methods/Results)〕
そこで、我々はオリゴリボヌクレオチド (ORN) を用いたPCR増幅の配列特異的阻害法 (ORNi-PCR) を開発した。
望ましくない鋳型と相補的なORNは低濃度でそれら鋳型の増幅を阻害したが、ORN配列を持たないコントロール鋳
型の増幅には影響しなかった。ORNを用いた阻害のIC50は10 nM程度の低濃度であった。ORNi-PCRでは、5’-3’エキ
ソヌクレアーゼ活性を持つTaqポリメラーゼは利用できないが、3’-5’エキソヌクレアーゼ活性を持つKODやPfuポリ
メラーゼは利用できた。

〔総 括(Conclusion)〕
我々の結果からORNが配列特異的にPCR増幅を阻害することが示され、ORNi-PCRが分子生物学研究や臨床検査に
おいて有用な手法となり得ることが示唆された。




